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令和 4年試験
論 文 式 試 験 問 題

経営学・経済学・民法・統計学
（選択科目）

1  受験上の注意事項
・試験官からの注意事項の聞き漏らし／受験案内や試験室及び受験票その他に記載・掲示さ 
れた注意事項の未確認等，これらを原因とした試験における不利益は自己責任になります。
・携帯電話等の通信機器や携行品の取扱いについては，試験官の指示に従ってください。
・試験開始の合図があるまで，配付物や筆記用具に触れないでください。
・問題に関する質問には，応じません。

2  不正受験や迷惑行為の禁止
・不正行為を行った場合／試験官の指示に従わない場合／周囲に迷惑をかける等，適正な試
験実施に支障を来す行為を行った場合，直ちに退室を命ずることがあります。

3  試験問題
・試験開始の合図後，直ちに頁数（経営学 1頁～ 16 頁・経済学 17 頁～ 23 頁・民法 24 頁～ 
25 頁・統計学 26 頁～ 42 頁）を調べ，不備等があれば黙って挙手し，試験官に申し出てく 
ださい。

4  答案用紙
・問題冊子の中ほどに挿入してあります。
・試験開始の合図後，直ちに出願時に選択した科目の答案用紙が挿入されているかを確認の
上，頁数（経営学（全 4頁）・経済学（全 4頁）・民法（全 4頁）・統計学（全 8頁））を調べ，不
備等があれば黙って挙手し，試験官に申し出てください。  
なお，出願時に選択した科目以外の答案用紙に答案を作成した場合は，いかなる
理由があっても採点されません。
・答案作成に当たっては，ボールペン又は万年筆（いずれも黒インクに限る。消しゴム等で
インクが消えるボールペンは不可。）及び修正液又は修正テープ（白色に限る。）を使用して
ください。これらのもの以外を使用した場合／答案用紙に記入した文字（数字を含
む。）の判読が困難な場合，採点されないことがあります。
・答案用紙の左上をホッチキス留めしてあります。ホッチキス留めを外した場合は，採
点されないことがあります。

5  受験番号シールの貼付
・配付後，目視で受験番号及び氏名を確認し，不備等があれば黙って挙手し，試験官に申し
出てください。
・試験開始の合図後，各答案用紙の右上の所定欄へ全頁に貼付してください。

6  試験終了後
・試験終了の合図後，直ちに筆記用具を置き，答案用紙は裏返して通路側に置いてください。
・試験官が答案用紙を集め終わり指示するまで，絶対に席を立たないでください。
・答案用紙が試験官に回収されずに手元に残っていた場合は，直ちに挙手し，試験官に申し
出てください。  
なお，試験官に回収されない場合，いかなる理由があっても答案は採点されません。

7  試験問題（該当ある科目は法令基準等）の持ち帰り
・試験終了後，持ち帰ることができます。  
なお，中途退室する場合には，持ち出しは認めません。必要な場合は，各自の席に置いて
おきますので，試験終了後，速やかに取りに来てください。

注 意 事 項

（ 1頁～） （17 頁～）（24 頁～）（26 頁～）
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令和 4年論文式選択科目

次の文章を読み，以下の 問 1 ～ 問 7 に答えなさい。

甲社の取締役会は，不適切発言で引責辞任した代表執行役の後任者の選定に先立ち，新た

なトップに求められる資質について話し合った。その結果，落ち着き，教養，謙虚さ，時代

感覚，品性などの項目が挙げられた。

リーダーとして優れており，したがってリーダーシップを効果的に発揮できる人には，そ

うでない人には備わっていないような個人的資質があるに違いないという見方は，今日でも

一定の支持を得ている。しかし，リーダーシップ研究の歴史を振り返ると，資質論あるいは

特性論と呼ばれるこうしたアプローチは 1940 年代に終えんを迎えている。代わって台頭し

たのがリーダーシップの行動理論である。資質を強調すると結局天賦の才に頼らざるを得な

いが，行動を強調すれば（　　　　　　　イ　　　　　　　）からである。

行動理論にはさまざまなものがあるが，多くの研究で共通に抽出されてきたリーダーシッ

プの主要次元は，「仕事」と「人間」の 2次元である。例えば，オハイオ州立大学の研究では，

仕事に関するリーダー行動は（　ウ　），人間に関するリーダー行動は（　エ　）と呼ばれた。

三隅二不二は，前者を（　オ　）機能，後者を（　カ　）機能と名づけた。

管理者の先天的な特性や性格ではなく，行動それ自体でもなく，管理者の行動の基盤とな

る「スキル」に注目したのがR．L．カッツである。カッツによれば，スキルとは知識を行動に

変換する能力のことであり，成功する管理にはテクニカル・スキル，ヒューマン・スキル，

コンセプチュアル・スキルの 3つが必要である。効率的な業務に不可欠なテクニカル・スキ

ルは，下位の管理階層において最も重要なものである。他者と一緒に働く能力であるヒュー

マン・スキルは，どの管理階層においても重要である。ただし，最上層部ではヒューマン・

スキルの重要性は相対的に小さくなり，コンセプチュアル・スキルが最も重要な能力になる。

コンセプチュアル・スキルは，企業を総合的に捉えることのできる能力であり，榊原清則

はこれを「構想力」と意訳した。構想力を必要とする戦略的意思決定の 1つがドメインの定義

である。ドメインの定義とは，「我が社の事業は何か」という問いに答えることである。この

意思決定を支援するツールとして，D．F．エーベルの 3次元枠組みはよく知られている。し

かしながらドメインは，こうしたツールから導出された平凡な表現を超越した，企業のある

べき事業の本質をえぐり出すような非凡な言葉で表現されるほうが望ましいとされる。

榊原は，言葉を尽くして饒舌に説明しなくても組織内のメンバーが納得でき，かつまた広

く社会の共感が得られるようなドメインを決定することが必要であると述べる。納得性や共

感性の高いドメインを掲げている企業は，組織内のメンバーにも社会にも受け入れられる共

通のドメインが確立している，すなわちドメイン（　ケ　）の確保に成功していると見なすこ
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とができる。この点，T．レビットが，「マーケティング近視眼」（Marketing Myopia）とい

う論文の中で取り上げたアメリカの鉄道会社の例は，ドメイン（　ケ　）の失敗の事例とも考

えられる。つまり，アメリカの鉄道会社が失敗したのは，レビットが指摘したようにドメイ

ンの定義が間違っていたからというより，そのドメインの定義が顧客やユーザーから支持さ

れなくなったから，ともいえるだろう。

下線部アに関連して，リーダーシップとは「ある共通の課題の達成に関して，他者の援助

と支持を得ることを可能にする社会的影響過程」と定義される。こういった定義を踏まえる

と，社会的影響過程のパターンを次の図表のように，社会的影響を与える側と社会的影響を

受ける側の二軸で，それぞれ個人と集団で分けて整理したとき，リーダーシップはどこに位

置づけられるのが最も適切か。①～④の中から選びなさい。

社会的影響を受ける側

個人 集団

社会的影響を
与える側

個人 ① ②

集団 ③ ④

空欄（　イ　）に当てはまる最も適切な語句を 15 字程度で答えなさい。

空欄（　ウ　）～（　カ　）にそれぞれ当てはまる最も適切な語句を，次の語群ⓐ～ⓕの中か

ら選びなさい。

ⓐ　アジェンダの設定（Agenda Setting）

ⓑ　構造づくり（Initiating Structure）

ⓒ　集団維持（Maintenance）

ⓓ　ネットワークの構築（Network Building）

ⓔ　配慮（Consideration）

ⓕ　目標達成（Performance）

下線部キが述べていることを視覚的に表現したい。解答欄の黒い線分は，異なる 2つのス

キル間の領域区分を表している。以上を前提に，解答欄の図中にもう 1本の線分（直線），お

よび次の 3つの語句を加筆して図解を完成しなさい。

テクニカル・スキル　　　ヒューマン・スキル　　　コンセプチュアル・スキル

コ

問 1

問 2

問 3

問 4
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下線部クのエーベルの 3次元枠組みを用いて，ある企業が次のようなドメインを策定した

とする。

「 我が社の事業は，フィンテックによって世界中の人々の生活の質を向上させることで

ある」

上記のドメインにおいて， 3次元のうちの 1つである「顧客層」に対応する語句が「世界中

の人々」である。このことを

① 顧客層：世界中の人々

と表記するものとしよう。

残りの 2つの次元についても同様に対応関係を検討し，解答欄にその結果を記入しなさ

い。

空欄（　ケ　）に当てはまる最も適切な語句をカタカナ 6文字で答えなさい。

下線部コに関連して，レビットはアメリカの鉄道会社のドメインの定義がどのように間

違っており，また正しくはどうあるべきであると指摘したのか説明しなさい。

問 5

問 6

問 7
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次の文章を読み，以下の 問 1 ～ 問 6 に答えなさい。

企業の経営管理において，組織内部にある有限の経営資源であるヒト，モノ，カネ，情報

を適切にマネジメントし，組織固有の目標を効果的かつ効率的に達成していくことが，企業

には求められる。これは，大企業に比べて経営資源に制約があると一般的に言われる中小企

業でも重要な課題である。

19 世紀後半から 20 世紀初頭のアメリカにおいて，この経営管理を科学的に行うことを試

みたのが，F．W．テイラーによる科学的管理法である。科学的管理法では，工場現場におけ

る生産労働者の組織的怠業を克服するために，時間研究を実施し，科学的，客観的に仕事ご

との標準的作業量（課業）を設定した。さらに，労働者の賃金決定に差別出来高給制を取り入

れた。これにより，テイラーは，それまでの経験や勘に基づく「成行管理」ではなく，科学的，

分析的に設定された課業に基づいてマネジメントを行う「課業管理」の重要性を提唱した。

テイラーの科学的管理法は，その後の経営管理の在り方に有益な示唆を与える一方で，後

に科学的管理法で前提としている人間観である（　Ａ　）人モデルに対しては疑問が投げかけ

られるようになる。とりわけ，1920 年代からアメリカのウエスタンエレクトリック社で行

われ，E．メイヨーやF．J．レスリスバーガーなども参画して実施されたホーソン実験では，

新たな人間モデルが提唱される契機になった。すなわち，ホーソン実験を通じて，生産性に

対する労働者の感情の重要性が明らかになるとともに，職場では（　Ｂ　）集団が自然発生的

に形成され，その（　Ｂ　）集団の規範によって労働者一人ひとりの行動が影響を受けること

が明らかになった。これらの点により，科学的管理法で前提としていた，人間は高い賃金の

獲得を最優先に，統制にしたがって決められた作業に取り組むといった（　Ａ　）人モデルで

はなく，感情を持ち，（　Ｂ　）集団を形成するとともに，その集団規範に影響される社会的

な人間モデル（社会人モデル）が示されることになった。上記の発見事実を踏まえ，メイヨー

やレスリスバーガーらによって人間関係論が展開されるが，経営学においても個人のモティ

ベーションといったテーマが経営管理の重要な課題として認識され，検討されるようになっ

てくる。

具体的には，初期モティベーション理論では，人間の欲求構造の解明を試みたA．H．マズ

ローによる欲求 5段階説やC．P．アルダーファーのERG理論が有名である。さらに，J．R．

ハックマンとG．R．オルダムによって提唱された職務特性理論（モデル）では，職務内容がど

のように個人のモティベーション等を喚起させるのかについての説明を行っており，個人が

従事する職務の在り方や職務設計に示唆を与えるものである。他にもモティベーション理論

は多く提唱されており，モティベーション理論の考え方を取り入れて，経営管理の実践が広

く行われてきている。

問題 2
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下線部アに関連して，企業内部の経営資源に着目する戦略論として，資源ベース

（resource-based view of the firm）理論が挙げられる。次の文章を読み，空欄（　ａ　）～

（　ｃ　）に当てはまる最も適切な語句をそれぞれ漢字で答えなさい。

資源ベース理論の代表的な研究者である J．B．バーニーは，企業内部にある経営資源の有

効性を判断する際の枠組みとして，VRIOフレームワークを提唱している。VRIOフレーム

ワークでは，企業内部の強みや弱みを資源に基づいて考える際の重要な問いとして，⑴ V：経

済価値に関する問い，⑵ R：（　ａ　）に関する問い，⑶ I：模倣困難性（模倣可能性）に関す

る問い，⑷ O：（　ｂ　）に関する問いの 4つを提示している。そして，上記の 4つが満た

されている場合に，企業は一時的ではなく，持続的な（　ｃ　）が得られると指摘している。

下線部イ「中小企業」に関する次の文章を読み，空欄（　ｄ　）～（　ｆ　）に当てはまる最も

適切な語句の組合せを，①～⑧の中から選びなさい。

中小企業基本法（1999 年改正）では，日本における中小企業の範囲を，大分類の業種ごと

に「（　ｄ　）」又は「従業員数（常時使用）」によって設定している。例えば，卸売業の中小企業

の範囲は，「（　ｄ　）」が 1億円以下，又は「従業員数（常時使用）」が（　ｅ　）人以下と設定さ

れている。また，中小企業庁が報告している日本の企業数全体に占める中小企業数の比率

（2016 年 6 月時点）は，約（　ｆ　）％である。

①　ｄ：売上高　　　　　　　　　ｅ：50　　 ｆ：70

②　ｄ：資本金額又は出資総額　　ｅ：50　　 ｆ：70

③　ｄ：売上高　　　　　　　　　ｅ：50　　 ｆ：99

④　ｄ：資本金額又は出資総額　　ｅ：50　　 ｆ：99

⑤　ｄ：売上高　　　　　　　　　ｅ：100　　ｆ：70

⑥　ｄ：資本金額又は出資総額　　ｅ：100　　ｆ：70

⑦　ｄ：売上高　　　　　　　　　ｅ：100　　ｆ：99

⑧　ｄ：資本金額又は出資総額　　ｅ：100　　ｆ：99

下線部ウ「差別出来高給制」とは何かについて，一般的な出来高給制との違いが明確になる

ように説明しなさい。

空欄（　Ａ　）と（　Ｂ　）に当てはまる最も適切な語句をそれぞれ答えなさい。

下線部エのマズローの「欲求 5段階説」とアルダーファーの「ERG理論」において，それぞ

れ最も高次の欲求が何とされているかを答えなさい。

問 1

問 2

問 3

問 4

問 5
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下線部オの「職務特性理論（モデル）」について，次の表の空欄（　ｇ　）と（　ｈ　）に当ては

まる最も適切な語句と数値（端数は生じないため，四捨五入せずに答えること）をそれぞれ答

えなさい。

なお，職務特性理論（モデル）では，仕事の中核的職務特性次元が個人の心理的状態を高

め，その心理的状態が高まることによって，モティベーション等が喚起されると指摘されて

いる。具体的には，中核的職務特性次元の中で，スキル多様性とタスクアイデンティティ，

有意味性という 3つの次元が組み合わさって，仕事の有意味感を高める。また，（　ｇ　）と

いう次元は，仕事の結果に対する責任感を，フィードバック次元は，仕事の活動結果に対す

る把握感をそれぞれ単独で高めるとされている。

中核的職務特性次元 仕事Ａ 仕事Ｂ 仕事Ｃ 仕事Ｄ

・スキル多様性 3 3 4 5

・タスクアイデンティティ（完結性） 3 3 1 3

・有意味性（重要性） 3 3 4 4

・（　ｇ　） 1 2 5 3

・フィードバック 5 5 2 4

MPS 15 30 30 （　ｈ　）

注： 表中の数字は，仕事別の中核的職務特性次元における 5段階での数値を示している。数

値が高い（大きい）ほど各中核的職務特性次元の度合いが高い（大きい）。また，MPSは

Motivating Potential Score を示している。

問 6
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次の文章を読み，以下の 問 1 ～ 問 5 に答えなさい。

完全市場であれば資金調達・資本構成の違いは企業価値に影響を及ぼさない。しかし，現

実には税金，取引コスト，情報の非対称性などが存在するため，完全市場とはなり得ず，資

金調達・資本構成の違いは企業価値に影響を及ぼす。企業の資金調達・資本構成について

様々な考え方が存在する。代表的な三つの理論（トレード・オフ理論，エージェンシー理論， 

ペッキング・オーダー理論）について考察する。

トレード・オフ理論では，負債の利用が多いほど ① により企業価値が向上する効

果がある一方で， ② が増加することで企業価値が減少する効果があり，企業価値が

最も高くなるような最適資本構成が存在すると考えられる。エージェンシー理論では，負債

比率に応じて経営者，株主，債権者間の利害対立によるエージェンシー・コストが生じ，

エージェンシー・コストの合計が最小となるような資本構成を選択するべきと考えられる。

ペッキング・オーダー理論では，資金提供者と企業間で将来性や投資機会などについて情報

の非対称性が存在する場合，資金調達コストは調達方法により異なり，資金調達には優先順

位があると考えられる。

文中の空欄①及び②に当てはまる最も適切な語句の組合せを，次のア～カの中から一つ選

びなさい。

ア．①シグナリング　　②ヘッジ・コスト

イ．①シグナリング　　②倒産コスト

ウ．①シグナリング　　②機会コスト

エ．①節税　　　　　　②ヘッジ・コスト

オ．①節税　　　　　　②倒産コスト

カ．①節税　　　　　　②機会コスト

エージェンシー理論には，負債比率が低くなるほど深刻になる問題がある。この問題とし

て最も適切な選択肢を，次のア～エの中から一つ選びなさい。

ア．デット・オーバーハング問題

イ．フリー・キャッシュ・フロー問題

ウ．資産代替問題

エ．ア～ウの中に適切な選択肢は無い

問題 1

問 1

問 2

（経　営　学）
第　 2　問

（満点 　100 点）
第 1問とあわせ

時　間　 2時間

⎧
｜

⎨
｜

⎩

⎫
｜

⎬
｜

⎭

（50 点）
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ペッキング・オーダー理論に基づくと，資金調達には優先順位がある。四つの資金調達方

法（銀行借入，公募社債，公募増資，第三者割当増資）を優先順位が高い順に並べた際に， 2  

番目及び 3番目に当てはまる最も適切な資金調達方法の組合せを，次のア～シの中から一つ

選びなさい。

ア． 2番目：銀行借入　　　　　　 3番目：公募社債

イ． 2番目：銀行借入　　　　　　 3番目：公募増資

ウ． 2番目：銀行借入　　　　　　 3番目：第三者割当増資

エ． 2番目：第三者割当増資　　　 3番目：銀行借入

オ． 2番目：第三者割当増資　　　 3番目：公募社債

カ． 2番目：第三者割当増資　　　 3番目：公募増資

キ． 2番目：公募増資　　　　　　 3番目：銀行借入

ク． 2番目：公募増資　　　　　　 3番目：公募社債

ケ． 2番目：公募増資　　　　　　 3番目：第三者割当増資

コ． 2番目：公募社債　　　　　　 3番目：銀行借入

サ． 2番目：公募社債　　　　　　 3番目：公募増資

シ． 2番目：公募社債　　　　　　 3番目：第三者割当増資

次の文中の空欄③及び④に当てはまる最も適切な語句の組合せを，以下のア～エの中から

一つ選びなさい。

ペッキング・オーダー理論に基づくと，既に上場している企業が公募増資を発表すると，

株価は ③ すると予想される。これは，企業が株価を ④ 評価していると投資

家が認識するためである。

ア．③下落　　④過小

イ．③下落　　④過大

ウ．③上昇　　④過小

エ．③上昇　　④過大

問 3

問 4
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新規株式公開時の公募増資や公募売出は IPO（Initial Public Offerings）と呼ばれる。一

般的に IPO時の公開価格は市場価格より低く設定され，この現象は ⑤ と呼ばれて

いる。日本で一般的に利用されている公開価格の設定方式はブックビルディング方式であ

る。日本のブックビルディング方式では，まず主幹事証券会社が中心となり想定発行価格を

設定する。その後，ロードショーを通じて機関投資家から意見を受けたのち，仮条件を設定

し，一般投資家から需要情報を集めるブックビルディングを行う。ブックビルディングの結

果をふまえて公開価格が設定される。想定発行価格は，類似会社のマルチプル（倍率法）を参

考に設定される。

空欄⑤に当てはまる最も適切な語句を答えなさい。

下線部に該当する適切なマルチプルを，次のア～ソの中から二つ選びなさい。

ア．EBIT カ．LBO サ．PSR

イ．EBITDA　　　キ．MBO　　　シ．ROA

ウ．EPS ク．NPV ス．ROE

エ．ETF ケ．OJT セ．SEC

オ．IRR コ．PER ソ．SOA

問 5

問 5 － 1

問 5 － 2
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次の 問 1 及び 問 2 に答えなさい。なお，計算問題については，計算過程で端数が

生じる場合，計算途中では四捨五入せず，最終数値の指定単位での小数点第 3位を四捨五入

して小数点第 2位まで答えること。

表 1はＡ社の 1年後（今期末）のフリー・キャッシュ・フロー（FCF）計画である。 2年後

（来期末）の期待 FCF は 1 年後の期待 FCF が 2％で成長した金額であり，その後も期待

FCFは毎年 2％で永久に成長する。Ａ社は余剰資産として税金や取引コストがかからず即

時に 10 億円で売却可能な土地を保有しており，表 1に示されているもの以外の営業外損益

及び特別損益はない。Ａ社は株式と負債の時価ベースの比率を 6対 4に維持する資本政策を

採用しており，株式のベータは 1.2，負債資本コストは 2％である。Ａ社に適用される法人

税率は 40 ％，市場リスク・プレミアムは 6％，無リスク利子率は 1％である。なお，全て

のキャッシュ・フローは期末に発生するものとする。

表 1　Ａ社のFCF計画

1年後（今期末）

税・利子控除前利益（EBIT） 165 億円

減価償却費 40 億円

設備投資額 60 億円

純運転資本増加額 5億円

Ａ社の加重平均資本コスト（WACC）を答えなさい。

Ａ社の 1年後（今期末）の期待FCFの現在価値を答えなさい。

エンタープライズDCF法をもとに算出したＡ社の企業価値を答えなさい。なお，計

算に当たって必要な場合には， 問 1 － 1 及び 問 1 － 2 で解答した数値をそのまま用

いること。

問題 2

問 1

問 1 － 1

問 1 － 2

問 1 － 3
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表 2はＢ社の前期の財務データの要約である。Ｂ社は現金配当以外の株主還元政策は実施

しない方針をとっている。現時点は新事業年度の期首であり，支払済みの前期の配当総額は

25 億円である。Ｂ社は株式と負債の簿価ベースの比率を 6対 4 に維持する資本政策を採用

しており，株式のベータは 1.4，負債資本コストは 1.5 ％である。Ｂ社に適用される法人税

率は 40 ％，市場リスク・プレミアムは 6％，無リスク利子率は 1％である。

表 2　Ｂ社の財務データ

前期

営業利益 215 億円

当期純利益 125 億円

総資産事業利益率（ROA） 7％

自己資本利益率（ROE） 7.5 ％

次の文中の空欄①及び②に当てはまる数値を答えなさい。なお，②の計算では①で解

答した数値をそのまま用いること。

DCF法を用いて株式価値を理論的に算出する方法のひとつに，定率成長配当割引モデル

がある。配当の成長率には，しばしばサステイナブル成長率が用いられる。Ｂ社が新規の株

式発行を行わず，現在の配当性向と投資収益率が変化しないという前提で求められるサステ

イナブル成長率は ① ％である。期待配当が ① ％で永久に成長すると仮定す

れば，定率成長配当割引モデルで求められるＢ社の株式価値は ② 億円となる。

次の文中の空欄③及び④に当てはまる最も適切な語句の組合せを，以下のア～カの中

から一つ選びなさい。

一般にサステイナブル成長率は，期待投資収益率が正であれば，より多くの利益を

③ することによってより高まる。しかし，成長率の上昇が単純に株式価値の増大に

つながるとは限らない。 ③ することによって実現する成長と同時に株式価値が高ま

る条件は，新規投資の影響を加味した上で ④ となる場合である。

ア．③配当　　　④ROE2株式資本コスト

イ．③再投資　　④ROE2株式資本コスト

ウ．③配当　　　④ROAF負債資本コスト

エ．③再投資　　④ROAF負債資本コスト

オ．③配当　　　④ベータ= 1

カ．③再投資　　④ベータ1 1

問 2

問 2 － 1

問 2 － 2
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次の 問 1 及び 問 2 に答えなさい。なお，計算問題については，計算過程で端数が

生じる場合，計算途中では四捨五入せず，最終数値の指定単位での小数点第 3位を四捨五入

して小数点第 2位まで答えること。

表のとおり，額面 100 円でリスクのない三つの利付債券（以下，「利付債」）があるものとす

る。次の問に答えなさい。なお，無リスク利子率（割引金利）は 5％，クーポン支払は年 1回

とする。

表　利付債の情報

残存期間 クーポン・レート

債券 1 1 年 5.0 ％

債券 2 2 年 5.5 ％

債券 3 3 年 6.5 ％

残存期間が 1年の場合，債券 1のように，クーポン・レートと割引金利が等しく，額

面と価格も等しくなる債券は何ボンドと言われるか，カタカナ 2文字で答えなさい。

債券 2の価格を答えなさい。

債券 2のデュレーションは何年か，答えなさい。なお，債券 2の価格は 問 1 － 2

で解答した数値をそのまま用いること。

投資家は，デュレーションを 2.5 年とするために，債券 2と債券 3を組み合わせた

ポートフォリオ戦略（イミュニゼーション（免疫化）戦略）をとる。この場合，債券 2の投資比

率は何％か答えなさい。なお，債券 2のデュレーションは 問 1 － 3 で解答した数値をそ

のまま用い，債券 3のデュレーションは 2.82 年である。

問題 3

問 1

問 1 － 1

問 1 － 2

問 1 － 3

問 1 － 4
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貸付ポートフォリオを，ある一定の信頼水準の下における， 1年後の期待最大損失額であ

るVaR（バリュー・アット・リスク）で管理する。このポートフォリオは， 1年後，70 百万

円の利益から 30 百万円の損失までを連続的に一様に同じ確率で生み出す（このポートフォリ

オの損失分布は一様分布注））と仮定する。

このポートフォリオの損失分布（一様分布）を描くため，横軸に損失額を表示すると，

損失額の最大値と最小値の差はいくらになるか，答えなさい。

90 ％の信頼水準における， 1年後のVaRの値を答えなさい。

注）　確率変数Ｘのとりうる値がｋ個，Ｘが

いずれの値をとる確率も等しく 1/k であると

き，Ｘは（離散型）一様分布に従うという。例

えば， 6 個のサイコロの目の数をＸとする

と，Ｘの分布は，

さいころの目： 1 2 ・・・ 6　

　　確率：　　1/6　1/6　・・・　1/6

と表される一様分布（右図上）である。

（連続型）一様分布については，例えば，

ルーレットを回したときのある特定の点から

の角度を確率変数Ｘとすると，Ｘは 0度（ 0°）

から 360 度（360°）までの値を連続的かつ一様

にとりうる。このとき，Ｘは（連続型）一様分

布に従う（右図下）という。

（『社会科学系のための統計学概論』福原文雄　培風館より引用，一部改変）

問 2

問 2 － 1

問 2 － 2

1 2 3 4 5 6

0° 360°
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次の文章を読み，以下の 問 1 ～ 問 3 に答えなさい。資産には取引コストがなく任

意の数量の売買が可能で，税はないものとする。なお，問題文中の数値及び変数はパーセン

ト表示ではなく，解答に際してもパーセント表示は用いないこと。例えば 15 ％ではなく，

0.15 と解答すること。計算過程で端数が生じる場合，計算途中では四捨五入せず，最終数

値の小数点第 3位を四捨五入して小数点第 2位まで答えること。

株式市場に株式Ａ及び株式Ｂのみが存在する。投資家Ｙは，株式Ａについて期待リターン

0.06，リターンの標準偏差 0.10，株式Ｂについて期待リターン 0.12，リターンの標準偏差

0.20，これら株式のリターンの間の相関係数は 0.20 と考えている。

また，投資家Ｙは次の⑴式による期待効用の最大化によりポートフォリオを決定する。こ

こで nは資産の期待リターン，vは資産のリターンの標準偏差，Dは投資家のリスク許容度

である。

期待効用= n- 1
2 Dv

2 ⑴

この投資家Ｙの株式Ａのみによる期待効用と株式Ｂのみによる期待効用が無差別であると

き，リスク許容度は ① である。投資家Ｙの最適株式ポートフォリオＰの期待リター

ンが 0.09 であるとき，株式Ａの配分比率は ② で，最適株式ポートフォリオＰのリ

ターンの標準偏差は ③ である。

縦軸をポートフォリオの期待リターン，横軸をポートフォリオのリターンの標準偏差とす

る平面上の無差別曲線は⑴式で期待効用を一定とする点の軌跡であり，無差別曲線の傾きは

次の⑵式で与えられる。

無差別曲線の傾き= Dv　　　　　　⑵

⑵式により，前述の点Ｐにおける効率的フロンティアに対する接線の傾きは ④ で

あり，この接線の定数項は ⑤ である。

問題 4
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文中の空欄①～⑤に当てはまる数値を答えなさい。必要があれば，次頁の平方根表を用い

ること。

この株式市場では，CAPMの前提条件が成立しているとは言えない。ある市場インデック

スは株式Ａの構成比率 0.60，株式Ｂの構成比率 0.40 となっている。投資家Ｙが考えるこの

市場インデックスに対する株式Ａの感応度（ベータ）の値を答えなさい。

無リスク利子率は 0.02 とする。投資家Ｙが株式ポートフォリオ内での株式Ａと株式Ｂの

配分比率は変更せず，すなわち株式ポートフォリオは点Ｐに固定したままで，無リスク資産

も含めた資産ポートフォリオ全体のリターンの標準偏差の上限を 0.05 とするあらたな制約

を導入し，資産配分比率を決定するとき，無リスク資産の配分比率を答えなさい。

問 1

問 2

問 3
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第 2問 問題 4 参考資料

平方根
x x x x

0.0100 0.100000 0.0150 0.122474
0.0101 0.100499 0.0151 0.122882
0.0102 0.100995 0.0152 0.123288
0.0103 0.101489 0.0153 0.123693
0.0104 0.101980 0.0154 0.124097
0.0105 0.102470 0.0155 0.124499
0.0106 0.102956 0.0156 0.124900
0.0107 0.103441 0.0157 0.125300
0.0108 0.103923 0.0158 0.125698
0.0109 0.104403 0.0159 0.126095
0.0110 0.104881 0.0160 0.126491
0.0111 0.105357 0.0161 0.126886
0.0112 0.105830 0.0162 0.127279
0.0113 0.106301 0.0163 0.127671
0.0114 0.106771 0.0164 0.128062
0.0115 0.107238 0.0165 0.128452
0.0116 0.107703 0.0166 0.128841
0.0117 0.108167 0.0167 0.129228
0.0118 0.108628 0.0168 0.129615
0.0119 0.109087 0.0169 0.130000
0.0120 0.109545 0.0170 0.130384
0.0121 0.110000 0.0171 0.130767
0.0122 0.110454 0.0172 0.131149
0.0123 0.110905 0.0173 0.131529
0.0124 0.111355 0.0174 0.131909
0.0125 0.111803 0.0175 0.132288
0.0126 0.112250 0.0176 0.132665
0.0127 0.112694 0.0177 0.133041
0.0128 0.113137 0.0178 0.133417
0.0129 0.113578 0.0179 0.133791
0.0130 0.114018 0.0180 0.134164
0.0131 0.114455 0.0181 0.134536
0.0132 0.114891 0.0182 0.134907
0.0133 0.115326 0.0183 0.135277
0.0134 0.115758 0.0184 0.135647
0.0135 0.116190 0.0185 0.136015
0.0136 0.116619 0.0186 0.136382
0.0137 0.117047 0.0187 0.136748
0.0138 0.117473 0.0188 0.137113
0.0139 0.117898 0.0189 0.137477
0.0140 0.118322 0.0190 0.137840
0.0141 0.118743 0.0191 0.138203
0.0142 0.119164 0.0192 0.138564
0.0143 0.119583 0.0193 0.138924
0.0144 0.120000 0.0194 0.139284
0.0145 0.120416 0.0195 0.139642
0.0146 0.120830 0.0196 0.140000
0.0147 0.121244 0.0197 0.140357
0.0148 0.121655 0.0198 0.140712
0.0149 0.122066 0.0199 0.141067

0.0200 0.141421



17 Ｍ6―37

令和 4年論文式選択科目

A国のX財市場の需要関数は

XD＝ 200 － 2p　　（XD：需要量，p：財価格）

で与えられ，国内にはX財の供給者は存在せず，X財を全て輸入に依存している。次の

問 1 ～ 問 4 に答えなさい。

A 国は小国であり，国際価格 10 で輸入している。A 国の政府は X 財に対して， 

t（01 t1 10）の従量税タイプの輸入関税を課した。自由貿易の状態に比べ，自国の厚生の

損失を求めなさい。

輸入関税のないもとで，X財市場は何らかの理由により，外国企業Mが独占的に供給す

ることになり，A国もこの独占企業よりX財を輸入することになった。この独占企業Mは

A国向けの生産に伴う費用関数は CM＝
X2

2（X：独占企業Mの生産量）で与えられている。

企業Mが利潤最大化を実現するA国の輸入量及び財価格を求め，そのもとで実現される自

国の厚生を求めなさい。ただし，外国企業Mの余剰は自国の厚生に含まれない。

問 2 の状態より，A国政府はX財産業において小企業を育成した結果，X財を生産す

る小企業群が生まれた。小企業群の供給曲線は

XS＝ 2p－ 100　　（XS：小企業群全体の供給量）

で与えられている。A国の小企業は独占企業Mが設定した財価格を所与として供給量を決

定している。独占企業MはこのようなA国企業の供給が行われることで，A国全体の需要

量からA国の小企業群の供給量を除いた残余需要曲線をもとに利潤最大化を実現するよう

に輸出量を決定している。独占企業Mが直面する残余需要曲線を求めなさい。ただし，残

余需要量はXRDとし，解答欄にはXRD＝～と記すこと。

独占企業Mが 問 3 で求めた残余需要曲線をもとに利潤最大化を実現するように供給

量及び財価格を設定するとき， 問 2 の自国の厚生と比較してその増分を求めなさい。

問題 1

問 1

問 2

問 3

問 4

（経　済　学）
第　 3　問

（満点 　100 点）
第 4問とあわせ

時　間　 2時間

⎧
｜

⎨
｜

⎩

⎫
｜

⎬
｜

⎭

（50 点）
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ある個人の第 1 期と第 2 期にわたる消費計画を考える。この個人は第 1 期において 

Y1（Y12 0），第 2期においてY2（Y22 0）の労働所得が得られ，第 1期及び第 2期の消費は

それぞれ C1，C2（Ci2 0　i＝ 1,2）とする。この個人は市場利子率 r（r2 0）のもとで貯蓄

及び借入を自由に行い，このもとで効用 u＝ u（C1,C2）を最大化するように C1，C2 を決定

している。次の 問 1 ～ 問 5 に答えなさい。

下図はある個人が異時点間の予算制約のもとで効用最大化を表す状態である。この消費者

が直面する第 1期及び第 2期の予算制約式を示し，それをもとに異時点間の予算制約式を

Y1，Y2，C1，C2，rで表しなさい。ただし，第 1期で評価した予算制約式で示し，第 1期

において貯蓄の場合 S（S2 0），借入の場合 B（B2 0）という記号を用いて答えなさい。

予算制約式

無差別曲線

C2

C1

Y2

Y1

問 1 の図に示された状態で市場利子率が上昇したとき，貯蓄あるいは借入はどのよう

に変化するかを代替効果及び所得効果に分けて，説明しなさい。第 1期の消費C1 は上級財

とする。ただし，以下の用語を用い，その用語に下線を引くこと。

機会費用，上級財

第 2期の労働所得Y2 ＝ 0とする。この個人に対して，政府は第 1期の労働所得に対して税

率 ty（01 ty1 1）の所得税を課す政策と第 1期及び第 2期の消費C1，C2 に税率 tc（01 tc1 1） 

の一般消費税を課す政策を考えている。ただし，利子所得には課税されない。両政策におい

て同一税収を実現する tyと tcの関係を求めなさい。

この個人の効用関数を u＝ C10.25C20.75 とし，税金のないもとで，効用を最大化する第 1  

期及び第 2期の消費水準をY1，Y2，rで表しなさい。ただし，Y22 0 である。

問 4 で与えられた状況のもとで，効用を最大化する第 1期及び第 2期の消費水準のも

とで，貯蓄あるいは借入がゼロとなるような条件をY1，Y2，rで表しなさい。

問題 2

問 1

問 2

問 3

問 4

問 5
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ある同質財産業において，産業内の全ての企業はプライス・テイカーであり，同一の費用

関数を持つ。この産業には無数の企業が存在し，各企業は自由に市場へ参入でき，また自由

に市場から退出できる。参入費用と退出費用は，どちらもゼロである。

いま，個別企業の長期費用関数が

C＝ x3 － 4x2 ＋ 7x　　（C：総費用，x：当該企業の生産量）

であり，市場全体の需要曲線が

D＝ 23 － P　　（D：市場全体の需要量，P：市場価格）

であるとき，次の 問 1 ～ 問 7 に答えなさい。

個別企業の損益分岐価格を求めなさい。

この産業の長期均衡における，各企業の利潤額を求めなさい。また，長期均衡では利潤額

が必ずこの値になる理由を，文章で簡潔に説明しなさい。

この産業の長期均衡における，市場価格を求めなさい。

この産業の長期均衡における，生産量が正となる企業の数を求めなさい。

この産業の各企業に対して，政府が生産量 1単位当たり 2円の従量税を課したとき，課税

後の長期均衡における市場価格を求めなさい。

課税後の長期均衡における，生産量が正となる企業の数を求めなさい。

課税後の長期均衡における，課税の死荷重の大きさを求めなさい。

問題 3

問 1

問 2

問 3

問 4

問 5

問 6

問 7
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令和 4年論文式選択科目

次の（　ア　）～（　オ　）に当てはまる最も適切な語句又は数値を答えなさい。

⑴　日本の金融政策を決定する機関である（　ア　）は，（　イ　）％の「物価安定の目標」をで

きるだけ早期に実現するため，2016 年 9 月に長短金利操作（イールドカーブコントロー

ル）を導入し，10 年物（　ウ　）金利を概ねゼロ％程度に誘導することを決定した。

⑵　名目為替相場は異なる通貨の交換比率であり，（　エ　）為替相場は異なる国・地域の物

価比である。（　エ　）為替相場が 1のとき名目為替相場は（　オ　）に等しい。

次の⑴，⑵及び⑶の文章が正しいかどうかを判断し，正しければ答案用紙にある「正」を丸

で囲み，誤りであれば「誤」を丸で囲んだ上で，誤っている理由を簡単に答えなさい。

⑴　国際収支のうちサービス収支は，2013 年～ 2019 年に訪日外国人客が増加したことでそ

の赤字が拡大した。

⑵　基礎的財政収支（プライマリーバランス）が均衡した状態とは，国債等の発行による新た

な借金が，国債等の償還による元本返済額と等しくなることをいう。

⑶　実質利子率は，名目利子率から期待インフレ率を差し引くことにより計算される。銀行

預金を例にとれば，名目利子率は預金の額面の増加率を表すのに対し，実質利子率は預金

の購買力の増加率を表す。

問題 1

問題 2

（経　済　学）
第　 4　問

（満点 　100 点）
第 3問とあわせ

時　間　 2時間

⎧
｜

⎨
｜

⎩

⎫
｜

⎬
｜

⎭

（50 点）
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令和 4年論文式選択科目

次の 問 1 ～ 問 4 に答えなさい。

ある国の有効需要は消費，投資，政府支出から構成されているとする。消費関数は，基礎

消費と可処分所得に比例する部分から構成される 1次関数のケインズ型消費関数である。税

金は，一括税と，税引前所得に比例する所得税から構成されているとする。具体的な値は，

基礎消費が 34，限界消費性向が 0.6，一括税が 40，所得税の限界税率が 0.25，投資が 30，

政府支出が 70 であるとする。このとき国内総生産はいくらになるか答えなさい。

ある年の名目GDPは前年比で－3.9 ％，実質GDPは前年比で－4.5 ％であった。このと

きGDPデフレーターは前年比何％か。小数点以下第一位まで答えなさい。

ある国のフィリップス曲線が

r＝－ 12（u－ u）

で与えられ，中央銀行の損失関数が

r2 ＋ 2u2

で与えられている。ここで，rはインフレ率（％表示），uは失業率（％表示）であり，uは自

然失業率で 3％とする。中央銀行が損失関数の値を最小化するようにインフレ率 rを決め

る場合の，中央銀行が選択するインフレ率を求めなさい。

ある国の生産関数が

Yt＝ Lt

で与えられ，労働量の動学過程が

Lt＋1 ＝ 0.9Lt＋ 1

で与えられるとき，国内総生産Ytの定常値Y＊を求めなさい。

問題 3

問 1

問 2

問 3

問 4
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令和 4年論文式選択科目

閉鎖経済を考える。財市場では，以下の関係が満たされているとする。

C＝ 100 ＋ 0.5Y（消費関数）

I＝ 30 － 10r（投資関数）

G＝ 10

ここで，Cは消費，Yは国内総生産，Iは投資，rは利子率（％表示），Gは政府支出であ

る。一方，貨幣市場では，以下の関係が満たされているとする。

L＝ 135 ＋ 0.1Y－ 10r（貨幣需要関数）

M＝ 115

P＝ 1

ここで，Lは貨幣需要量，Mは貨幣供給量，Pは物価である。次の 問 1 ～ 問 6 に

答えなさい。

財市場を均衡させる利子率 rを国内総生産Yの式として表しなさい。

貨幣市場を均衡させる利子率 rを国内総生産Yの式として表しなさい。

均衡国内総生産を求めなさい。

国内総生産Yを 300 にするには貨幣供給量Mをいくらにすればよいか答えなさい。ただ

し，利子率 rはマイナスの値もとり得るとする。

貨幣市場における利子率 rの下限が 0であるとき， 問 1 の財市場の均衡を所与とし

て，貨幣供給量Mを変化させることで実現する最大の国内総生産Yはいくらになるか答え

なさい。

問 5 のようなときに，金融政策で国内総生産Yを増加させることができなくなる状態

を何と呼ぶか答えなさい。

問題 4

問 1

問 2

問 3

問 4

問 5

問 6
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令和 4年論文式選択科目

ある財を生産するプライス・テイカー企業の生産関数が

Y K L1= a a-

であるとする。Yは生産量，Kは資本ストック，Lは労働量，aはパラメータで定数であ

る。賃金率 w，資本のレンタルコスト（使用者費用）rを所与とし，総費用が wL＋ rKで

与えられるとする。財の販売価格を pとする。次の 問 1 ～ 問 4 に答えなさい。

企業の利潤PをK，L，w，r，p，aの式として表しなさい。

企業の利潤最大化の 1階条件を求めなさい。

パラメータ aが 0.4，要素価格比 w

r
が 3のとき，企業が利潤を最大化する場合の資本・

労働比率 K
L
を求めなさい。

パラメータ aは資本分配率と呼ばれるが，その理由を説明しなさい。

問題 5

問 1

問 2

問 3

問 4
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（民　　　法）
第　 5　問

（満点 　100 点）
第 6問とあわせ

時　間　 2時間

⎧
｜

⎨
｜

⎩

⎫
｜

⎬
｜

⎭

（50 点）

絵画甲（以下，「甲」という。）を所有するＡは，海外に滞在することとなったので，美術品を蒐集し

ているＢに対して，返還の時期を定めずに甲の保管を委託してこれを引き渡し，Ｂは専用倉庫乙（以

下，「乙倉庫」という。）に甲を搬入して，自己が所有する他の美術品と一緒に保管を開始した。

これを前提に，次の 問題 1 及び 問題 2 に答えなさい。なお， 問題 1 及び 問題 2

は，それぞれ独立した問いである。

美術商Ｃは，商用でＢを訪れた際に，乙倉庫内にあった甲が目に留まり，これを自分に売

却するようＢに懇請した。Ｃが提示した代金額が高額であったためＢはこれに応じて，寄託

物であることを秘して，Ａに無断で甲を自己の物としてＣに売却した。Ｃは，甲がＢ所有の

コレクションに属するものと過失なく信じて，この売買契約を締結し代金を支払った。甲の

引渡しについては，当面は甲をそのまま乙倉庫内にとどめてＢがＣのために保管する旨が合

意された。その後Ｂは，Ａからの求めに応じて甲を同人に返還した。

上記の事情を知ったＣは，所有権に基づいてＡに甲の引渡しを求めた。Ｃのこの請求が認

められるかどうかについて論じなさい。

Ｂはその後死亡し，その子Ｄが単独で相続した。Ｄは，Ｂの遺品を整理した際，乙倉庫内

にあった甲もＢの相続財産に属するものと過失なく信じて，相続税を支払うに当たり相続財

産目録に甲を記載し，これを乙倉庫から自宅に運び入れて玄関に飾った。その 10 年後，Ａ

は，長期の海外滞在を終えて帰国し，この事実を知るに至った。甲は現在もＤ宅内にある。

Ａが所有権に基づいてＤに甲の返還を求めたのに対して，Ｄが甲の時効取得を理由にこれ

を拒むことができるかについて論じなさい。

問題 1

問題 2



25 Ｍ6―53

令和 4年論文式選択科目

（民　　　法）
第　 6　問

（満点 　100 点）
第 5問とあわせ

時　間　 2時間

⎧
｜

⎨
｜

⎩

⎫
｜

⎬
｜

⎭

（50 点）

Ａは，Ｂとの間で，2022 年 2 月 1 日に，報酬 800 万円で特注の救命用モーターボート一艘をＢが

製作する契約を締結した（以下，この契約を「本件契約」という。）。Ｂは，製作の全工程を終えてボー

トを完成させた（以下，このボートを「甲」という。）。Ｂは，同年 6月 1 日に甲をＡに引き渡し，Ａは

甲を点検した上で受領した。なお，報酬支払期日は同年 8月 1日と取り決められていた。

同年 6月 30 日，Ａは沖合まで甲で航行したところ，出港後 1時間経った時点で，ボートの船体に

異常な振動音が響き始めた。翌日，Ａから知らせを受けてＢが調べたところ，船体の構造の中心にあ

る板が契約上の設計より長すぎたため，一定の温度になるとエンジンの振動が増幅され，これが異常

な振動音の原因であると判明した。

これを前提に，次の 問題 1 及び 問題 2 に答えなさい。なお， 問題 1 及び 問題 2

は，それぞれ独立した問いである。

甲の振動音はそれほど大きくはなく，振動音の問題を除けば性能に何ら問題はない。しか

し，この異常な振動音がする状態を解消するには，甲の船体を壊して造り直す必要があり，

製作費の 2倍に近い費用が新たに生じてしまう。他方で，新たに同じものを造るには，特殊

な部品を海外から取り寄せる必要があるが，入荷のめどが立たないことから，Ａは，新たな

ボートの製作を望んでいない。また，Ａは，甲を使用する必要があるので，本件契約を解除

する気もない。

そこでＡは，自ら費用を負担することなく，甲の異常な振動音がする状態を解消するよう

Ｂに請求したい。Ａのこの請求が認められるかどうかについて論じなさい。

Ｂは，同年 6月 15 日に，本件契約上の報酬債権をＣに譲渡していた。Ｂは同日，その旨

をＡに対して内容証明郵便により通知し，Ａは翌日これを受領した。

他方，Ａは，甲の振動音に関する問題の除去をＢに求めたところ，Ｂは対応しようとしな

かった。そのため，同年 7月 20 日に，本件契約はＡによって解除された。

同年 8月 10 日，ＣはＡに対して報酬債権 800 万円につき支払を求めた。Ｃのこの請求が

認められるかどうかについて論じなさい。

問題 1

問題 2
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（統　計　学）
第　 7　問

（満点 　100 点）
第 8問とあわせ

時　間　 2時間

⎧
｜

⎨
｜

⎩

⎫
｜

⎬
｜

⎭

（50 点）

次の表は，総務省統計局による 2020 年の「家計調査」に基づいて作成した，二人以上の世帯の年

間収入階級別データである。平均年間収入の項目は，万円単位で四捨五入してある。また，世帯数は

集計世帯数である。

このとき，以下の 問 1 ～ 問 4 に答えなさい。なお，計算結果に端数が生じる場合，小数第 

4 位を四捨五入して小数第 3位まで答えること。

表：2020 年の年間収入階級別データ
年間収入階級
（万円）

平均年間収入
（万円） 世帯数

累積年間収入
比率

累積世帯数
比率

　　0－250   194 631 （ア） 0.084
　250－500   369 2,923 （イ） 0.473
　500－750   615 1,968 （ウ） 0.735
　750－1,000   859 1,083 （エ） 0.879
1,000－1,500 1,176 695 （オ） 0.972
1,500－ 2,006 206 1.000 1.000

計 7,506
 資料：総務省統計局「家計調査」より一部変更

表の空欄（ア）～（オ）に当てはまる数値を答えなさい。

答案用紙の図に破線で描いてあるのは，2000 年の「家計調査」に基づく，二人以上の世

帯の年間収入に対応するローレンツ曲線である。同図に 2020 年の年間収入に対応する

ローレンツ曲線を実線で描き加えなさい。

2020 年のジニ係数を計算しなさい。

2000 年のジニ係数は 0.292 であった。この事実と以上で得られたローレンツ曲線及びジ

ニ係数から分かることを簡潔に述べなさい。

問題 1

問 1

問 2

問 3

問 4
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あるスポーツの競技会では，最高得点の者が金メダルを， 2番目の高得点者が銀メダルを獲得す

る。いま，10 人の競技者が順に競技を行う。過去の経験から，競技者に実力差はなく，得点は互い

に独立に平均 60 点，標準偏差 10 点の正規分布に従うことが分かっている。

このとき，次の 問 1 ～ 問 5 に答えなさい。なお，同得点はないものとし，計算結果に端数

が生じる場合，小数第 5位を四捨五入して小数第 4位まで答えること。

最初の競技者の得点が 80 点以上となる確率を答えなさい。

最初の競技者が 80点をとったとき，この競技者が金メダルを獲得する確率を答えなさい。

金メダル獲得者の得点が 80 点以上となる確率を答えなさい。

ある競技者が 95 ％の確率で金メダルを獲得するためには，何点以上とる必要があるかを

答えなさい。ただし，0.95
1
9 = 0 95.

9 0.959 = 0.9943 として計算してよい。

銀メダル獲得者の得点が 80 点以下となる確率を答えなさい。

問題 2

問 1

問 2

問 3

問 4

問 5
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次の文章は「日曜始まり？　月曜始まり？　あなたの 1週間は，どちらですか」という手帳に関す

る記事からの抜粋である。調査対象（標本の大きさ）は 10,000 人とする。

このとき，以下の 問 1 ～ 問 5 に答えなさい。なお，計算結果に端数が生じる場合，小数第 

3 位を四捨五入して小数第 2位まで答えること。

ウィークリー（週ごと）タイプの手帳では，85 ％が月曜始まりで，日曜始まりは 15 ％でし

た。ただしマンスリー（月ごと）タイプは逆に月曜始まりは 15 ％で，日曜始まりが 85 ％でし

た。ちなみに，ウィークリーとマンスリーの比率は 6対 4でした。男性はウィークリーを，女

性はマンスリーを買う人が多数派です。
資料：朝日デジタル 2021.12.4

 （一部改変）

「タイプ」（ウィークリー，マンスリー）と「一週間の始まり」（月曜，日曜）を要因とす

る 2× 2 分割表（クロス集計表）を作成しなさい。

この調査対象から無作為に一人を抽出する。抽出された回答者が日曜始まりの手帳を持っ

ていたとき，その手帳がマンスリーである条件付き確率を求めなさい。

問 1 で作成した分割表に基づき，要因「タイプ」と要因「一週間の始まり」に対して

独立性の検定統計量の値Tを求め，要因間の連関の強さを表すクラメールのVの値を求

めなさい。なお， 2× 2 分割表に対するクラメールのVは

V
n

T
=

によって定義される。ここで，nは標本の大きさである。

問題 3

問 1

問 2

問 3
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データを男女で層別したところ，男性のデータは表 1のようになったとする。このとき，

女性のデータを 2× 2 分割表にまとめなさい。

表 1：男性のデータ

タイプ
一週間の始まり

計
月曜 日曜

ウィークリー 5,060 506 5,566

マンスリー 　260  26 　286

計 5,320 532 5,852

問 1 のデータ，男性のデータ，女性のデータのそれぞれに対してオッズ比を求めなさ

い。なお，表 2の 2× 2 分割表データに対して，要因間の連関の強さを表すオッズ比は 

bc

ad（bc2 0）で定義される。

表 2：オッズ比

要因Ａ
要因Ｂ

水準 b1 水準 b2

水準 a1 a b

水準 a2 c d

問 4

問 5
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ある会社の業務で英語が必要になり， 1か月間の英語の研修プログラムを開発し，そのプログラム 

が有効かどうかを検討することになった。被験者として社員から無作為に 100 名を抽出し全員が

TOEIC（ 1 回目）を受験する。続いて，その被験者を無作為に 50 名ずつの二つの群に分け，一つの

群の社員は 1か月間の研修プログラムを受講し，他の群の社員は同プログラムを受講しない。次い

で，100 名全員が 2回目のTOEIC を受験する。研修プログラムを受講しない群（対照群）の 1回目

のスコアをC1， 2 回目のスコアをC2，研修プログラムを受講する群（実験群）の 1回目のスコアを

T1， 2 回目のスコアをT2 として，次ページの表に一部の被験者のスコア等を示した。表の第 4列

（C2-C1）は C2 と C1 の差を表し，第 8列（T2-T1）は T2 と T1 の差を表している。表の標本標準

偏差は不偏分散の平方根であり，最下段に仮定する母集団分布が与えられている。また，被験者 100

名のスコアは被験者間で互いに独立であるとする。

このとき，以下の 問 1 ～ 問 4 に答えなさい。なお，計算結果に端数が生じる場合，小数第 

3 位を四捨五入して小数第 2位まで答えること。

表にある 4 個の TOEIC スコアの標本平均（C1：535.20，C2：567.50，T1：553.46，

T2：631.08）を用いて受験回と群の要因効果を表すグラフを描きなさい。なお，対照群は

点線で，実験群は実線で結ぶこと。

研修プログラムの効果をみるために，なぜ対照群の導入が必要なのか，その理由を簡潔に

説明しなさい。

帰無仮説H0：nC1= nC2 を対立仮説H1：nC1! nC2 に対して検定する意義を述べなさい。ま

た，有意水準を a= 0.05 としてこの仮説を検定しなさい。なお，解答に当たっては，検

定統計量，棄却域を示し，仮説検定の結論を説明すること。

帰無仮説H0：nC= nTを対立仮説H1：nC! nTに対して検定するとき，この検定によって， 

なぜ研修プログラムの効果を検討することができるのか，その理由を簡潔に述べなさい。ま

た，等分散性 vC= vTの仮定の下，有意水準を a= 0.05としてこの仮説を検定しなさい。

なお，解答に当たっては，検定統計量，棄却域を示し，仮説検定の結論を説明すること。

問題 1

問 1

問 2

問 3

問 4

2 2

（統　計　学）
第　 8　問

（満点 　100 点）
第 7問とあわせ

時　間　 2時間

⎧
｜

⎨
｜

⎩

⎫
｜

⎬
｜

⎭

（50 点）



31 Ｍ6―65

令和 4年論文式選択科目

表：TOEIC スコアのデータ
対照群（研修非受講） 実験群（研修受講）

被験者 ID 受験 1回目
C1

受験 2回目
C2

差
C2-C1 被験者 ID 受験 1回目

T1
受験 2回目
T2

差
T2-T1

01 401 453   52 51 742 798  56

02 707 693  -14 52 555 672 117

03 454 525   71 53 730 753  23

04 457 621  164 54 494 554  60

05 350 351    1 55 560 661 101

06 522 596   74 56 628 749 121

07 518 581   63 57 525 625 100

08 487 445  -42 58 588 537 -51

09 539 551   12 59 433 553 120

10 592 627   35 60 701 772  71

42 434 423  -11 92 480 556  76

43 607 674   67 93 692 859 167

44 390 454   64 94 693 775  82

45 519 612   93 95 420 554 134

46 594 589   -5 96 460 576 116

47 452 523   71 97 361 528 167

48 568 547  -21 98 552 655 103

49 623 619   -4 99 459 470  11

50 500 474  -26 100 385 445  60

標本平均 535.20 567.50 32.30 標本平均 553.46 631.08 77.62

標本標準偏差  86.63  82.43 55.76 標本標準偏差 104.73 105.15 59.65

母集団分布 N（nC1，vC1） N（nC2，vC2） N（nC，vC） 母集団分布 N（nT1，vT1） N（nT2，vT2） N（nT，vT）2 2 2 2 2 2
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企業で作成される伝票の中には，正しく処理された伝票（適正伝票）と処理にエラーのある伝票

（エラー伝票）の 2種類が混在している。

このとき，次の 問 1 と 問 2 に答えなさい。なお，計算結果に端数が生じる場合，小数第 6位 

を四捨五入して小数第 5位まで答えること。

企業Ａでは，適正伝票とエラー伝票の比率がそれぞれ 90 ％と 10 ％であることが分かって

いる。この企業Ａで作成された多数の伝票全体から無作為に 50 枚を非復元抽出すると

き，その中にエラー伝票が 2枚以上含まれる確率を，ポアソン近似を用いて求めなさい。

なお，ポアソン分布表は末尾に与えられている。

企業Ｂで，ある日の全ての伝票 100 枚を調べたところ，エラー伝票が 8枚見つかった。ま

た，100 枚の伝票に記載された金額の平均は 10 万円，標準偏差は 2万円であった。そこ

で，これら 100 枚から無作為に 25 枚を非復元抽出するとき，以下の ⑴ と ⑵ に答えな

さい。

⑴　25 枚中にエラー伝票が 1枚もない確率を求めなさい。

⑵　25 枚の伝票に記載された金額の標本平均の分散を求めなさい。

問題 2

問 1

問 2
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次の 問 1 と 問 2 に答えなさい。

変数Xと変数Y1，Y2，Y3，Y4 は連続変数で，変数Wは 1又は 0 の値を取る 2値のカ

テゴリカル変数である。図 1は，横軸を変数Xとし，縦軸をそれぞれ，変数Y1，Y2，

Y3，Y4とした散布図で，W= 1 のケースは で，W= 0 のケースは で表されている。

このとき，以下の ⑴ と ⑵ に答えなさい。

4
2

0
-2

-4

-10 -5 50 10 15
X

Y1

変数 Y1

4
2

0
-2

-4

-10 -5 50 10 15
X
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変数 Y2
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2

0
-2

-4

-10 -5 50 10 15
X

Y3

変数 Y3

4
2

0
-2

-4

-10 -5 50 10 15
X

Y4

変数 Y4

図 1：変数Xと変数Y1，Y2，Y3，Y4 の散布図

問題 3

問 1
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⑴　変数Y1，Y2，Y3，Y4 のそれぞれを目的変数とする回帰モデルを考える。各目的

変数を最も適切に説明する変数の集合はどれか，⒜ ～ ⒟ の中から重複のないよ

う最も適切な記号を 1つずつ選びなさい。ただし，X×WはXとWの交互作用項

を表す。

⒜　{X}

⒝　{W}

⒞　{X，W}

⒟　{X，W，X×W}

⑵　図 2 の（ア）～（エ）は，変数 Y1，Y2，Y3，Y4 の Wの値ごとの箱ひげ図のい

ずれかである。変数Y1，Y2，Y3，Y4 の箱ひげ図はどれか，（ア）～（エ）の中

から重複のないよう最も適切な記号を 1つずつ選びなさい。

4
2

0
-2

-4

W＝ 1 W＝ 0

（ア）

4
2

0
-2

-4

W＝ 1 W＝ 0

（イ）

4
2

0
-2

-4

W＝ 1 W＝ 0

（ウ）

4
2

0
-2

-4

W＝ 1 W＝ 0

（エ）

図 2：変数Y1，Y2，Y3，Y4 のWの値ごとの箱ひげ図
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次ページの図 3の左図は 64 か国の 1人当たり最終エネルギー消費量（単位：ギガジュー

ル）をY， 1 人当たりGDP（単位：1000US ドル）をXとした散布図である。いま，Y

をXで説明する単回帰モデルを当てはめる。図 3の右図は左図と同じ散布図に，64 か国

のデータを用いた場合の推定された回帰直線といくつかのデータ点に番号を付与したもの

である。

このとき，次の ⑴ ～ ⑶ に答えなさい。

⑴　以下の文中の ア ～ ウ に当てはまる適切な数値を解答欄に記入しな

さい。なお，計算結果に端数が生じる場合，小数第 5位を四捨五入して小数第 4位

まで答えること。また，答えには単位を含めなくてよい。

Yの標本平均は 96.2419，X の標本平均は 22.0450 である。いま，Yを Xで説

明する単回帰モデルを当てはめたところ，Xの回帰係数推定値は 2.0611 で，その

標準誤差は ア ，t 値は 5.8375 であった。切片の推定値は， イ で，

その標準誤差は 10.7300，t 値は ウ である。

⑵　 1つの国のデータを除いた残りの 63 か国のデータにYをXで説明する単回帰モデ

ルを当てはめたときに，誤差分散推定値が全データを用いた場合の推定値から最も

大きく減少するのは，どの国のデータを除いたときか，図 3にあるデータ点の番号

で答えなさい。なお，誤差分散推定値は全データを用いた場合の 3381.967 から

1995.855 に減少する。

⑶　⑵ で除いた国とは別の 1つの国のデータを除いた残りの 63 か国のデータにYを

Xで説明する単回帰モデルを当てはめたときに，Xの回帰係数推定値が ⑴ の推

定値に比べて増加する国のうち，増加量が最も大きい方から 2つの国のデータ点の

番号を答えなさい。なお，Xの回帰係数推定値の最も増加したときの値は 2.328，

2 番目に増加したときの値は 2.276 である。

問 2
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図 3：64 か国の 1人当たり最終エネルギー消費量と 1人当たりGDPの散布図

資料：総務省統計局「世界の統計 2021」
　　　環境省「令和元年版 環境統計集（試行版）Excel 版」
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